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研究成果の概要（和文）：本研究では、神経筋電気刺激療法を用いて嚥下に関する筋群を刺激することで、嚥下障害に
対する新しい治療法の確立を図った。嚥下障害と診断された患者に対して、電気刺激療法を用いて治療することで、安
全性の確認とともに訓練効果を舌骨や喉頭の動き、嚥下造影検査、嚥下内視鏡検査などで確認することができた。得ら
れたデータを学会で発表し、論文にまとめて採択に至った。嚥下障害患者への新しい治療法の一つになると考えられ、
さらには誤嚥性肺炎予防につながると考えられる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to compare the effects of a novel neuromuscular elec
trical stimulation to the effects of conventional treatment in patients with dysphagia. 26 patients were r
ecruited in this study, and they received electrical stimulation intervention followed by conventional tre
atment, including thermal-tactile stimulation with intensive repetition of a dry-swallow task. The electri
cal stimulation was delivered over the skin areas above the motor point of the target muscles. The subject
s received 40-min treatments once a day, 5 days per week, for 8 weeks. The subjects exhibited more signifi
cant improvement in the displacement of the hyoid bone and larynx, and dysphagia scale.
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１．研究開始当初の背景 

肺炎はわが国の死因の第 4位であるが、人

口の高齢化とともに悪性新生物とともに右

肩上がりになっており社会問題化している。

肺炎の多くは誤嚥性肺炎であるといわれて

おり、また脳卒中患者合併例もしくは高齢者

であるといわれている。肺炎が社会問題化し

ている一方で、嚥下リハビリテーションのエ

ビデンスは十分とはいえない点も問題であ

る。 

嚥下障害に対する電気刺激療法の効果は

Freed ら(2001)が表面電極を顎ニ腹筋と舌骨

の上下に配置し, 低周波による電気刺激の

有効性を報告している。その後, 表面電極刺

激装置であるVitalStim®が臨床で使用される

ようになり, 有効性を示唆する報告がみら

れている。しかし、Humbert(2006)や加賀谷

ら(2007)が指摘しているように、表面電極で

の電気刺激や低周波電気刺激で果たして筋

を選択的に刺激できるのか、深部に位置する

嚥下に関する筋を刺激できるのか懐疑的な

意見も多く臨床の場面で頻用されるに至っ

ていないのが現状である。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、脳血管障害等によって

生じる中枢性の嚥下障害に対する治療法

として、高電圧パルス電流（High Voltage 

Pulsed Current；HVPC）を用いた電気刺激

療法の有効性を検討する。 

 

３．研究の方法 

高電圧パルス電流（High Voltage Pulsed 

Current；HVPC）を用いた電気刺激療法に

よる嚥下機能に与える影響を明らかにす

るために、以下の 2 つの研究を行う。 

（１）健常者での検討 

HVPC を用いた電気刺激療法による嚥下

機能に与える影響を明らかにする。 

一般集団に対して公募を行い、同意を

得られた者とする。刺激部位（筋、モー

ターポイント）の確認を行い安全性の確

認と舌骨や喉頭の動きを検証する。 

 （２）嚥下障害例での検討 

HVPC を用いた電気刺激療法による嚥下

機能改善効果を検証し明らかにする。 

鹿児島大学リハビリテーション科を受診

した者のうち嚥下障害を有すると判断さ

れ、同意を得られた者とする。安全性の

確認とともに電気刺激療法による訓練効

果を舌骨や喉頭の動き、嚥下造影検査、

嚥下内視鏡検査などで検証する。 

 

４．研究成果 

 平成 23 年度は、健常者での検討を行い、

高電圧パルス電流（High Voltage Pulsed 

Current；HVPC）を用いた電気刺激療法に

よる嚥下機能に与える影響を明らかにし

た。論文報告も行った（外山慶一、松元

秀次、ほか総合リハビリテーション

39(10)、p977-985、2011）。 

平成 24 年度は HVPC を用いた電気刺激

療法による嚥下機能改善効果を検証し明

らかにするために、嚥下障害と診断され

た患者に対して、安全性の確認とともに

電気刺激療法による訓練効果を舌骨や喉

頭の動き、嚥下造影検査、嚥下内視鏡検

査などで検証した。 

平成 25 年度は、平成 23-24 年度に引き

続き、VPC を用いた電気刺激療法による嚥

下機能改善効果を検証し明らかにした。

得られたデータを学会で発表し、論文に

まとめて投稿した（Toyama K, Matsumoto 

S, et al. Neurol Med Chir (Tokyo)、2014)。 

治療効果をフォローしながら嚥下機能

や舌骨・喉頭の動きを解析し、有効性を

実証することで電気刺激療法が今後の嚥

下障害患者への新しい治療法の一つにな

ると考えられた。 
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